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　日本
宝 飾ク
ラフト学
院で、宝
石品質
判定講

座の特別講座として「ダイヤモンドの本
質とアンカットダイヤモンドの品質判
定」講座が、7月3日に開講される。定員
12名（先着順）。
　講師は宝石品質判定講座監修者の
諏訪恭一氏。ダイヤモンドの本質を知
ることで、カットされたダイヤモンドの意

味、自然のままのダイヤモンドの品質の
とらえ方、価値のつき方を学ぶ。
　諏訪氏は『人類がダイヤモンドに出
会ったのは紀元前8800年頃、当時は
その希少性から大変珍重され、自然が
生み出した美しい形、透明感、そして
「類まれな硬さ」に魔力が宿っていると
畏怖し、神秘性を感じていました。そし
て2100年もの間、ダイヤモンドは研磨
されていない自然のままの姿で人々を
魅了していました。文明が発展し、研磨
ができるようになりブリリアントカットが
誕生してからは、その「輝き」に魅せら

れるようになり、鉱山も増え、ダイヤモン
ドを手に取る機会も増えました。古代
から現代まで、ダイヤモンドの魅力は、
「自然のままの姿」と「輝き」という、全く
異なる視点からであったのです。本講
座ではアンカットダイヤモンドを手に
取って見て「自然を感じ」、1つ1つ異な
る「魅力」を実感します』と説いている。
◆開講日＝7月3日（水）、時間＝
10:30～16:00、会場＝日本宝飾クラ
フト学院東京本校宝石学教室、定員
＝12名（先着順）。テキスト＝決定版
アンカットダイヤモンド（世界文化社刊

4,400円）持参または購入必須、持ち
物＝1 0倍ルーペ、受講料＝一般
55,000円（日本宝飾クラフト学院の在
校生・卒業生は33,000円）、申込方法
＝日本宝飾クラフト学院のホームペー
ジから（https://www.jj-craft.com/）
問い合わせ＝フリーダイヤル０１２０
－３３８８－２６。

　コロナが明け従来のような新作発
表会や仕入会、大型展示会などで
日々が戻り、売上も決して悪くはないス
タートを切ったが、今年の前半戦を折
り返す前にその勢いが失速しつ
つあるとの声が広がり始めてい
る。
　円安と材料高騰の影響も大
きいが、コロナが明けた消費ス
タイルと価値観の大きな変化に
より、市場のターゲット層は年
齢層が一気に下がり、新しい販
売スタイルが導入され、消費者
との接点が広がった。DXやIT
の導入が遅れている宝飾業界
は、ターゲットが高齢者や富裕
層だからと安心はできない。何
故ならDXやITに先行投資した
企業や新規参入してきた企業
が徐々に力をつけてきたからで
ある。
　国内市場を動かす年齢層も
市場に合わせ若返っている。一
昔であれば新しいビジネスのた
めのセミナーが少なからず開催
されていたと記憶する。現在は
大型展示会でのセミナーは
元々他産業に比べ少なかった
にも関わらず更に数が減っており、根
本的な学びの場が無いことから全体
的な知識レベルの低下も懸念される
ほどだ。
　根本的な原因を考えると、世代交代
の遅れが理由ではないかと思われる。
既にAI時代に入りIT業界も安泰では
ないようだ。重宝されたクリエイターた
ちもクリエイトしているだけではなくビ
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ジネスセンスも問われ始め、ものすごい
スピードで進化している。IT業界も1%

だけが勝ち組となり99%が負け
組となる世界に向かっていると
考える第一人者がいるぐらい業
界動向について日々議論されて
いる。それだけ価値ある産業だ
と言え、進化していく過程で必
要なのは議論である。
　宝飾産業は長年苦しむ百貨
店を中心にビジネスが最近まで
進められてきたことで、人と物の
流れが鈍り続け、新しい議論が
足りていない。その為に様々な
時代の変化があったにも関わら
ず変化を恐れ、新しい取り組み
が遅れた。それに伴い業界の中
心にいる人たちも大きく変わって
いないために、現状に満足してし
まう環境が形成され、さらに気
づくべきことに自ら目を瞑ってし
まったような状態が続いている。
　5月には根岸組合の解散が
発表された。業界の中心で働く
人材の高齢化は今に始まった
訳では無いが、それを止めるよ

うな議論はコロナを理由に話題にも上
らなくなった。その他の組合や団体も
同じ高齢化を辿っており、昔のように
機能しているとは言い難く、これからさ
らなる縮小が待っている。
　このままでは宝飾産業の世代交代
は大きな課題として続くだろうが、世の
中はすでに世代交代ではなく、如何に
自分が生きさせてもらった産業に悪影

響を与えずに廃業するかを考え始めて
いる。言い換えれば、どのように次世代
に継承するかということで、世代交代
するのに必ず考えておく必要がある大
事な内容だ。
　コロナは時間を止めた。世代交代や
新たな取組みを遅らせた要因となった
かもしれないが、如何に一致団結する
ことが大事で、その必要性に気づかせ
てもくれた。
　コロナによるダメージは産業によっ
て様々だが、その変化に対応し始めた
のは皆一緒。先の見えない中で先を見
るという難題であったに違いないが、
各々新しいことにチャレンジし続け、そ
のスピードは様々でも前を向いたとこ
ろは存続できているところが多いよう
に感じる。そしてそのスピード感をもた
らすのはやはり次世代なのである。だ
が問題は次世代が業界の中心にいな
いことだ。業界には若手がいないわけ
でもないが、どの組合も団体も世代交
代ができていないため若者が活躍する
場が与えられていない。多少の入れ替
えはあり各年代で踏ん張っているのは
確かだが、世代交代はまだ完全ではな
い。次世代には１日でも早く会社では
ない業界の役割を学ばせるべきだ。社
会への貢献は日本社会全体の課題で
あり、業界への貢献も必要だ。継承に
は次世代を理解しなければ始まらな
い。その上での世代交代であり、継承
だ。そしてもう一つ大事なことは、周りを
必ず巻き込むこと。仲間を信じ、一丸と
なってやり抜くことである。
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　ブルガリのヘリテージを讃える「エテ
ルナ」コレクションのウォッチは、情熱と
イマジネーションによって育まれた優
れた卓越性を持つタイムピース。永遠
の都ローマよりインスピレーションを
得て、このコレクションはジェムストー
ンの素晴らしさをさらに高めている。
　ブルガリはつねに未来に目を向け、
新しい素材、クラフツマンシップ、技術
への飽くなき探究心を持ち続けながら
パイオニアスピリットを発揮している。
時代ごとの精神を解釈し、過去、現在、
未来をシームレスに結びつけ、時を包
含しながら永遠と時代を超越した美し
さの深い感覚を醸し出す素晴らしい作
品を生み出している。
　エテルナコレクションのハイジュエ

リーウォッチは、ブルガリの比類なき創
造性と職人技がスイスの時計製造の
専門知識と融合するコレクションと
なった。
　創業以来ブルガリは、永遠の都ロー
マよりインスピレーションを得てきた。
ギリシャとローマのルーツに見られる
象徴的な神話上の動物たちを讃え、古
代の歴史と文化へのオマージュである
「アニマリファンタスティチ」（イタリア
語で幻想的な動物たちの意）コレク

ションを発表した。
　「セルペンティミス
テリオーシ キメラ」の
「キメラ」という言葉は、
達成不可能な夢を意
味し、同時に「ユートピ
ア」の同義語でもある。
ホメロスが「イリアス」で
最初に描写した神聖な
生き物を指す言葉でも
ある。ローマの歴史にお
ける象徴的な2つの動
物、再生と永遠の象徴である蛇と勇気
と決意の象徴であるライオンが組み合
わされたタイムピースは、ダイヤモンド
とエメラルドの鱗を持つしなやかなホ
ワイトゴールドの蛇が手首に巻きつ

き、蛇とライオンの2つの頭へと繋がっ
ている。ライオンの頭は1950年代に遡
るブルガリのアーカイブピースからイン
スピレーションを得ており、蛇の頭部
には、ピコリッシモの機械式ムーブメン
トが隠されている。
　ブルガリでアイコンとなっている蛇
は、再生と変身を最も魅惑的な形で体
現。「セルペンティミステリオーシドラ
ゴーネ」はその蛇とドラゴンを模ったタ
イムピースだ。1962年にローマのチネ
チッタスタジオでエリザベステイラー
がクレオパトラを演じたときに作られ
た、歴史に残るウォッチに新しい解釈
を加えながらも、蛇の体は当時のまま
のトゥボラリブレスレット、ヘッドのバ
ケットカットダイヤモンドも同じようにあ

しらわれている。
　極小のピコリッシ
モムーブメントを搭載
したこの傑出した
ウォッチは、完成まで
に960時間以上を要
し、綿密に研究され
たプロポーションによ
り大胆でありながら
究極のエレガントさ
を兼ね備えたステー
トメントピースとなっ

ている。セルペンティのヘリテージピー
スと同様に、両手首に着用ができ、取
り外し可能なムーブメントを180度回
転させることによりダイヤルの方向を
反転できる。

ブルガリのハイエンドコレクション
ウオッチコレクションより
「セルペンティミステリオーシ」発表

　貴金属の老舗ギンザタ
ナカは、新登場の田中貴
金属純プラチナ2gコイン
バーと純金コインに、ゴー
ルドチャームのついたダ
ブルペンダント3種を7月
1日～9月1日までの期間

限定でギンザタナカ直営店
およびオンラインショップに
て販売する。
　さりげないサイズ感で着
用できる田中貴金属の純プ
ラチナ2gコインバーは、今夏
初登場。ウィーン金貨ハーモ
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ニー1/25オンスにK18チャームをつ
けた［期間限定/ゴールドタイプ］と、新
登場の田中貴金属の純プラチナ2gコ
インバーにK18チャームをつけた［期

間限定/コンビネーションタイプ］、純
プラチナ2gコインバーにプラチナ
チャームをつけた［期間限定/プラチ
ナタイプ］の3種展開。［期間限定/プラ

チナタイプ］のみオンラインショップ限
定で販売。いずれもコインやコイン
バーペンダント、チャーム単体でも楽
しめる。

　特許庁より、最新の統計情報や知
財の動向などをまとめた「ステータス
レポート2024」が発行された。

　以下に記載の通り、2023年におけ
る特許出願件数は、2022年から約１
万件増加し、2019年以来の30万件
台となった。
　商標登録出願の件数は、2017年を
ピークとして減少傾向が続いている。特

に、日本の中小企業による商標登録出
願の件数が2019年以降減少している。

　また、2023年度の特許に対する一
次審査通知期間は平均10.0か月とな
り、前年度（2022年）の10.1か月より
若干早くなったものの、2019年の9.5
か月よりは依然遅い結果となった。
　特許の権利化までの期間は14.7ヶ
月となり、前年度（2022年）の15.2ヶ月
から短縮され、感染症拡前の基準
（2019年の14.3ヶ月）に戻りつつある。

     （特許業務法人共生国際特許事務所所長）

　其の95

特許庁が
ステータスレポートを公表

佐藤英昭弁理士による

『特許の哲学』
2021年　 2022年    2023年

特許　  289,200  289,530  300,133
商標     164,537  150,506  146,664
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